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第 194回        2019年 3月 11日

離島における歯科医療 

田口則宏 

（鹿児島大学歯学総合研究科） 

これまで歯科の二大疾患といわれていたの

はう蝕（虫歯）と歯周病である。近年全国的に

う蝕保有率が大きく減少するなど口腔衛生状

態が改善しており、市民の口腔への関心が高ま

りつつある。一方で、残念なことに鹿児島県は

年少者のう蝕罹患率が高く、また日本一の離島

人口を抱えるとともに高齢化率も高いため、特

有の歯科医療提供体制が求められている。その

一つに、鹿児島県の委託事業として鹿児島県歯

科医師会が実施している「離島巡回歯科診療」

がある。この事業では歯科医師が不在の離島に、

年間 2 回程度の頻度で歯科医療チームが数日

間滞在し、歯科医療をはじめ口腔衛生志向の普

及を図るというものであり、鹿児島大学病院も

歯科医師の派遣等に数十年にわたって全面的 

に協力している。 

 

 

田口則宏氏 

 

今回の発表では、これら鹿児島県の抱える歯

科的な問題点とともに、離島地域における歯科

医療提供体制を紹介する。その上で、将来的に

地域に貢献しうる人材育成に努めている鹿児

島大学歯学部が、平成 27 年度に全面的に改革

した学部教育カリキュラムの一端に触れ、地域

社会の発展に貢献している歯学部の活動を紹

介する予定である。 

 

 

第 195回        2019年 4月 22日

世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタ

ン関連遺産」における「天草の﨑津集落」につ

いて 

 中山 圭 

（天草市観光文化部文化課） 

「天草の﨑津集落」は、平成 30 年 7 月に世

界文化遺産に登録された「長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産」を構成する 12 の資産

の一つである。この世界文化遺産は、近世のキ

リスト教禁教下で、神道や仏教など日本の伝統

的宗教や一般社会と関わりながら、密かにキリ

スト教信仰を継続した潜伏キリシタンの伝統

の証となる遺産群である。天草の﨑津集落はそ

の中で、「身近なものを信心具として代用する

ことで信仰を実践した集落」として、OUV 

(Outstanding Universal Value：顕著な普遍的価

値)に貢献している。 

 

中山 圭氏 

   

 本発表では、「長崎と天草地方の潜伏キリシ

タン関連遺産」の概要を述べ、その上で、「天
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草の﨑津集落」がどのような特性と歴史的価値

を有しているのかについて解説する。具体的に

は a)﨑津集落の文化財保護法に基づく保全の

在り方、すなわち国選定重要文化的景観「天草

市﨑津・今富の文化的景観」の特性、b)OUV

に貢献するためにどのように潜伏キリシタン

の伝統に関する真実性を証明したのか、という

2点について、詳しく発表したい。 

第 196回         2019年 5月 27日

スマトラ北部の植生の紹介 

                 鈴木英治 

(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター)

  
インドネシアでも原生状態に近い熱帯林が

残っている地域は年々減少しているが、その中

でもスマトラ北部はまだ比較的森林が残って

いる地域になる。またゾウ、オランウータン、

トラなどの豊富な動物相でも有名である。2009

年にスマトラ北端の州であるアチェ州のゲウ

ンパン―パメウ周辺、2014年と 2015年にはア

チェ州接する北スマトラ州のレウサー山国立

公園タンカハン周辺に調査に行く機会を得た。

それらの地域の植生について紹介する。 

 

 

鈴木英治氏

 

第 197回         2019年 6月 17日

住まいとしての船-定住本位社会において水上

で動き続ける中国福建の連家船漁‐ 

藤川 美代子 

(南山大学人文学部)

 

近代国家の登場は、世界の遊動的な人々(山

地の狩猟採集民・焼き畑農業民、平原の遊牧民、

水上の船上生活者、都会のロマなど)に「定住

化」を促してきた。定住化とは、特定の土地に

束縛されることなく、住まいを携えて複数の空

間間でくり返される移動こそを常態としてい

た彼らが、管理・文明化・保護などを目論む国

家により突如として何ら縁もない土地へと固

定化され、その土地と、そこに紐づけられる形

で登場した共同体とに根を張るよう仕向けれ

る過程と読むことができる。 

 本発表では、定住型管理社会とも呼び得る現

代を、なお船に住まいながら生きる中国福建省

南部の「連家船漁民」を取り上げ、彼らの住ま

いをめぐる歴史と実践をより微視的に見つめ

ることで、「水上での移動から陸上での定住へ」

という単純かつ単方向的な枠組みでは理解で

きぬような彼らの生き方の論理を読み取るこ

とを目指す。

 

 

藤川 美代子氏 
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第 198回        2019年 7月 8日

琉球列島における人類文化の起源を探る 

山崎真治 

(沖縄県立博物館・美術館)

1960年代から 70年代にかけて行われた山下

町第一洞穴遺跡（那覇市）や港川遺跡（八重瀬

町）の調査を通して、沖縄の旧石器人骨研究は

大きく進展したが、石器等の明確な人為遺物が

伴わなかったため、当時の人々の生活場所や文

化について大きな謎が残された。1980 年代以

降、日本では大規模開発の増加とともに、事前

調査による旧石器時代遺跡の調査が相次ぎ、奄

美大島や徳之島、種子島でも石器を伴う旧石器

時代遺跡が発見されていったが、沖縄では確実

な旧石器は未確認のままであった。 

 

 

山崎真治氏 

 

2006 年から沖縄県立博物館（当時）では、

国立科学博物館や東京大学、沖縄県内の研究者

と連携して、新たな人骨化石や旧石器の発見を

目指した調査研究プロジェクトを立ち上げ、沖

縄本島南部の石灰岩洞穴を対象として継続的

な発掘調査を行ってきた。2009 年に着手した

サキタリ洞遺跡（南城市）の発掘調査では、約

4万年間に及ぶ保存良好な堆積層を確認し、旧

石器時代の層準から人骨とともに貝器や石器、

食料残滓と考えられる動物遺体等を検出し、旧

石器人の文化や生活の実態に迫る手がかりを

得ることができた。本発表では、サキタリ洞遺

跡の調査成果に基づいて、沖縄における旧石器

人の文化と生態およびその年代的変化につい

て報告する。 

 

第 199回        2019年 9月 30日

サワガニ類と島嶼環境 

成瀬 貫 

(琉球大学熱帯生物圏研究センター)

サワガニ類は、日本には琉球列島（種子島～

与那国島）に 22 種、大隅半島に 1 種、上甑・

下甑島に 1種、黒島・宇治群島・口永良部島に

1種、中之島・鹿児島両半島～青森に 1種、が

記載されており、重複を除くと計 24 種が知ら

れている。サワガニ類の分布の中心は熱帯～亜

熱帯域であり、世界からは実に 1300 種ほど知

られており、その数は現在も増え続けている。

およそ 7200 種知られているカニ類全体の約

18%を占める、非常に大きなグループである。

九州や本州などの温帯域では、いわゆる沢や緩

やかな流れの川の上流、またその周辺に生息し

ているが、熱帯・亜熱帯ではより多くの生息環

境に適応している。またサワガニ類は直達発生

（プランクトン期がなく、親のミニチュアとし

て産まれる）をするため、生活史はすべて陸封

化しており、島嶼環境で固有化している例が非

常に多い。本公演では、このようなサワガニ類

の起源や多様化、また島嶼での固有化や適応に

ついて概説する。 

 

 

成瀬 貫氏 
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研究会で奄美分室と Skype でつないでの討論会 

 

 

                 


